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リニア時代を見据えて、国では国土形成計画やスーパー・メガリージョン構想を、長野県ではリニア

活用基本構想を、県及び上下伊那地域の自治体で構成する「リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす

伊那谷自治体会議」ではリニアバレー構想を、南信州広域連合ではリニア将来ビジョンや南信州リニア

未来ビジョンを策定・公表しています。

そして飯田市では、開業に向けた準備を遅滞なく進めていくために｢リニア推進ロードマップ｣を策定

し、「いいだ未来デザイン2028」（飯田市総合計画）や、国・県の動き・計画等も踏まえ、毎年時点修

正を行っています。

｢リニア推進ロードマップ｣は推進期間をリニア開業翌年までとしており、「リニア本線工事関連」

「リニア駅周辺整備」「リニア関連道路事業」の３つの分野で、令和５年度にどこで何が行われるかを

地図や工程表で具体的に示し、より効果的に事業進捗を図るよう取り組むための指針です。

概要

【柱１.リニア本線工事関連】Ｐ.２～３

JR東海によるリニア本線工事と、発生土置き場の進捗状況について記載しています。

【柱３.リニア関連道路事業】Ｐ.６～７

長野県・飯田市によるリニア関連道路整備の進捗状況について記載しています。

【柱２.リニア駅周辺整備】Ｐ.４～５

飯田市で今後整備を進めていく、リニア駅前広場の整備工事や公民協働の仕組みの
構築など、より具体的な検討の方向性について記載しています。
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柱１．リニア本線工事関連

発生土置き場
• 中央アルプストンネル（松川工区）からの発生土

運搬については、松川左岸の県道飯田南木曽線と
右岸の市道大休妙琴線を桟橋でつなぎ、工事用車
両はこの両方の路線を一方通行で走行します。

• 松川工区からはおよそ90万㎥の土が発生する見
込みで、発生土の運搬車両と資機材の運搬車両を
合わせて、ピーク時は一日最大270台（片道）の
運行を予定しています。

• 黒田工区からはおよそ50万㎥の土が発生する見
込みで、本格的な工事が始まると、発生土の運搬
車両と資機材の運搬車両合わせて、ピーク時は１
日最大200台(片道)の運行を予定しています。

• 飯田市内では下久堅地区内の造成などでトンネル
発生土を活用しています。

• 山本地区では、測量・設計を行うと共に計画を策
定し、地域と協議を行いながら進めています。

中央アルプストンネル（松川工区）は妙琴公園か
ら阿智村までの間で、延長約4.9kmのトンネル工
事です。
令和４年７月に工事用トンネルの掘削が完了し、
８月から本線トンネルの掘削が始まりました。令
和５年度も引き続き本線トンネルの掘削を進め、
令和８年に完成予定です。

風越山トンネル（黒田工区）は、飯田文化会館
北の黒田非常口から松川までの間で、延長約
2.3kmのトンネル工事です。
令和３年７月からトンネル掘削のための準備工
事を進めており、準備が整い次第、非常口トン
ネルを掘削する予定です。黒田工区は令和９年
完成予定です。

風越山トンネル（上郷工区）は、上郷北条地区から
黒田非常口までの間で、延長約3.3kmのトンネル工
事です。
令和４年９月に工事説明会が行われました。今後は、
準備が整い次第、トンネル掘削のための施工ヤード
整備などの準備工事を始める予定です。

駅部区間は、上郷飯沼地区および座光寺地区に建設される延
長約950ｍの地上駅です。
令和４年９月に工事説明会が行われ、１２月に安全祈願・起
工式が開催されました。令和５年度は埋蔵文化財調査や、土
曽川橋りょうの橋脚基礎の工事等を進める予定です。

中央アルプストンネル（松川工区） 風越山トンネル（黒田工区）

駅 部 区 間風越山トンネル（上郷工区）

用地取得と座光寺地区の天竜川橋りょ
う工事について協議を進め、令和5年
度より、天竜川橋りょうの準備工事に
着手する予定です。

高架橋・天竜川橋りょう

工程表

4月～６月 ７月～９月 10月～12月 1月～３月

中央アルプストンネル（松川）

風越山トンネル（黒田）

風越山トンネル（上郷）

駅部区間

高架橋区間

天竜川橋りょう

発生土置き場(下久堅)

発生土置き場(山本)

※工程表スケジュールは現時点（2023年3月）のものであり、変更となる可能性があります。

2027(R9)

以降
事業主体

　　　　　　　年度

項目　　　　　.
2022(R4)迄

2023(R5)
2024(R6)～2026(R8)

JR東海

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

工事着手

本坑トンネル掘削工事

用地協議（補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

施工計画、地元説明等 準備工事、本体工事

施工計画、地元説明等

準備工事 ⇒ トンネル掘削工事

施工計画、設計、地元説明等

工事用トンネル掘削

準備工事(ヤード整備) ⇒ トンネル掘削工事
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

開
業発生土受入・造成

測量・設計・地元説明等 準備工事・発生土受入

準備工事・本体工事 (土曽川橋りょう）

工事（竜西一貫水路・新戸川・市道付替等）

埋文調査
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柱２．リニア駅周辺整備
令和4年12月4日に、リニア駅前広場における土木の実施設計の内容に関わる成果発表会を実施しました。

令和5年度は、土木工事の着工や建物設計の着手を予定しています。また、ワークショップや情報交換の場を設け、リニア駅前広場から各地域へいざなう仕組みづくりや

魅力発信施設、リニア駅周辺の管理運営事業者の組成について検討を進め、リニア駅前広場のハード(施設や整備など)及びソフト(使い方や維持管理など)の両面から

事業を推進していきます。

交通
エネルギー

魅力発信

駅前空間
整備

●利便性の高い交通体系の検討
既存の公共交通とリニアの二次交通の総合的な在り方

●新たな交通システムの検討
ＭaaS、自動運転、新モビリティ等の導入、JR飯田線との接続

●再エネ・省エネの検討
災害レジリエンスやエネルギーマネジメント等を見据えた検討

●グリーンインフラ機能の検討
雨水排水ピークシフト、防災減災機能、自然環境の保全等

●景観形成に向けた検討
建築物等の高さ制限、遠景・近景、緑地確保、眺望確保等

●地域の木材活用に向けた検討
市民参画、森林資源活用サイクル、維持管理等

●地域ブランド構築に向けた検討
魅力要素抽出・活用、地域間連携、関係人口の構築等

●管理運営事業体の組成の検討
公民連携による管理運営組織・中間支援組織の組成等

●広場、高架下空間への展開
事業者による活用、広場におけるイベント開催等の検討

●情報発信に向けた取組み
ＤＸ活用、移住定住・二地域居住案内、継続的な発信等

●埋蔵文化財調査
北側(ママ下遺跡)

●基盤整備
南側粗造成

●建築設計
木造の大屋根

調査・工事

設計業務

リニア駅前広場の整備に向けた取組、運営主体の形成に向けた検討

「こんなショップがあったらいいな。」「こんなイベントができたら
いいな。それにはこんな設備が欲しいな。」「こんな施設があったら
リニア駅前広場に遊びに行きたいな。」など、夢に描いたリニア駅前
広場を実現に形にしていく段階に入ります。
リニア駅前広場のにぎわいを創出するために、どのような機能を持
たせ、それをまちづくりにどう生かしていくのかを、事業者の方を
はじめ多くの皆さんにご参画いただきながら議論し、検討を深めて
いきたいと考えています。

皆さんと共に育て、共に創り上げていく

(次世代インフラPJ)

(トータルデザインPJ)

公民協働
ブランドクリエイトPJ

工程表

4月～６月 ７月～９月 10月～12月 1月～３月

駅前広場整備

交通エネルギー

（次世代インフラPJ）

駅前広場の空間整備

（トータルデザインPJ）

魅力発信施設

（公民協働ブランドクリエイトPJ)

※工程表スケジュールは現時点（2023年3月）のものであり、変更となる可能性があります。

2027(R9)

以降
事業主体

　　　　　　　年度

項目　　　　　.
2022(R4)迄

2023(R5)
2024(R6)～2026(R8)

飯田市

土木実施設計・
説明・意見交換等

関係機関協議

建築工事

埋文調査・準備工事・土木工事

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

建築設計

利便性の高い交通体系

新たな交通システム

再エネ・省エネ

グリーンインフラ機能

地域の木材活用

景観形成

地域ブランド構築

管理運営事業体の組織構築

広場、高架下空間の活用

情報発信

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

開
業



柱３．リニア関連道路事業
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リニア駅と座光寺スマートＩＣを結ぶ約2.9ｋｍの新設道路
を整備します。

（令和5年度の取り組み）
上段…フルーツライン～県道飯島飯田線
・土曽川函渠工事、道路築造工事、市道付替工事を進めます。
下段…国道１５３号～フルーツライン
・竜西一貫水路付替え、小洞沢川付替え、市道付替工事、

ＪＲ飯田線アンダーパス工事を進めます。

座光寺上郷道路

駅前広場や代替地等、飯田市で進めている事業に伴い、
市道改良などを行います。

（令和5年度の取り組み）
• 新戸川沿いに市道上郷489号線・490号線を新設する工事を

行います。国道西側の上郷489号線は令和５年４月から着手
する予定です。国道東側の上郷490号線は令和５年３月から
着手しています。

• 堂垣外橋の架け替え工事が完了予定です。

駅周辺 市道整備

中心市街地とリニア駅を結ぶ約1.4ｋｍ区間の
拡幅工事を実施します。

（令和5年度の取り組み）
• 土曽川に新設する、土曽川橋りょうの下部工工事、飯

沼南地区の拡幅工事に着手します。

県道市場桜町線

高屋交差点から座光寺交差点までの約２.６kmを
片側２車線の４車線に拡幅します。

（令和5年度の取り組み）
• 新戸川との交差箇所周辺の工事を行うにあたり、迂回

路を造った上で、新戸川函渠工事を進め、土曽川橋
りょうの下部工工事に着手します。

• 移転により現道沿いに段差が生じる場所などに道路通
行の安全が保たれるよう道路工事を行います。

国道153号飯田北改良

工程表

4月～６月 ７月～９月 10月～12月 1月～３月

国道153号飯田北改良（南側）

　　　高屋交差点～北条交差点付近

国道153号飯田北改良（駅周）

　　　北条交差点付近～座光寺上郷道路

国道153号飯田北改良（北側）

　　　座光寺上郷道路～座光寺交差点付近

座光寺上郷道路（上段）

　　　県道飯島飯田線～フルーツライン

座光寺上郷道路（下段）

　　　フルーツライン～国道153号

県道市場桜町線

飯田市 駅周辺　市道整備

※工程表スケジュールは現時点（2023年3月）のものであり、変更となる可能性があります。

2027(R9)

以降

長野県

事業主体
　　　　　　　年度

項目　　　　　.
2022(R4)迄

2023(R5)
2024(R6)～2026(R8)

用地物件調査

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

用地物件調査

用地物件調査

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

土曽川下部工工事

用地物件調査

用地協議(補償金、移転先など個別協議）・契約・移転

道路築造工事

測量・設計（R5：電線共同溝設計）

道路築造工事

測量・設計（R5：電線共同溝設計）

測量・設計（R５：電線共同溝設計）

用地物件調査

竜西一貫水路・小洞沢川付替工事、市道付替工事、JRアンダーパス工事、道路築造工事

道路築造工事、土曽川下部工工事

測量・設計（R5：構造物設計・電線共同溝設計)

新戸川函渠工事

市道上郷489号線 道路新設工事

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

開
業

市道上郷490号線 道路新設工事

用地協議(個別協議）・契約・移転

用地物件調査

測量・設計（R５：構造物設計）

土曽川函渠工事、道路築造工事、市道付替工事

堂垣外橋 架け替え工事

市道上郷489号線

市道上郷490号線

堂垣外橋



新たなモビリティ導入によるリニア二次交通の利便性向上を目指すために、
自動運転の実証実験を行います。

P.8

二次交通構築と持続可能な地域公共交通実現

• リニア利用者の利便性を高め、より広域的にリニア駅利用が可能となる二次交通の整
備について、自動運転技術等の活用を見据えた検討。

• ＪＲ飯田線とリニア中央新幹線との接続方法に加え、より広域的な二次交通の構築に
向けた検討。

＜中心拠点＞
中心市街地

＜広域交通拠点＞
リニア駅

リニア時代の二次交通のイメージ

自動運転小型バス(塩尻市の例)

【問い合わせ先】

飯田市リニア推進部 リニア推進課

TEL：0265-22-4511（内線3322）
リニア関連事業の状況は、右記QRコードから

映像でご覧いただけます。

＜広域交通拠点＞

リニア駅

＜産業振興の拠点＞
エス・バード

＜産業振興の拠点＞
座光寺SIC付近の

産業集積地

＜中心拠点＞
中心市街地

＜交流拠点＞
天龍峡・遠山郷・下栗の里

昼神

座光寺上郷道路

＜地域拠点＞
西部方面（昼神温泉）

＜地域拠点＞
南部方面

＜地域拠点＞
北部方面

＜地域拠点＞
上伊那

元善光寺駅

市立病院

商業集積ゾーン

飯田駅

天竜峡駅商業集積ゾーン

天龍峡PA

座光寺
ＳＩＣ
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